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西宮船坂ビエンナーレ2014のチラシ・ポスターが完成 
 １０月１９日(日)の開会に向けて、ビエンナーレの準備が
着々と進んでいます。協賛金のご協力有難うございました。 
 チラシ・ポスターも完成し、この新聞に折り込みました。
全国の美術館などにも配布をすませました。 
 参加作家のみなさんも国内・海外から船坂に来られ、船坂
ならではの作品づくりに取り組んでおられます。９月２０日
からは、毎土曜日の夜、滞在される作家さんと一緒に旧船坂
小で「船坂晩御飯」を食べる計画もしています。   

 開催期間中は、受付案内・作品監視などボランティアさん
の協力でビエンナーレが運営されます。ボランティアは午前・午後の半日単位です。
 現在、割当表を作成中ですが平日のボランティアが不足しています。地域の皆様のボランティアのご協力お
待ちしています。ボランティアの申し出は、お近くの芸術祭推進委員まで。  (船坂里山芸術祭推進委員会) 
 

   ＜台風 11号＞ ５５年ぶり？の豪雨！ 
  台風１１号が直撃した8月10日(日)の朝から昼まで、
船坂はもの凄い豪雨に襲われました。西宮市の雨量計に
よると船坂の雨量は、午前8時～12時 の間に224mmも
降りました。船坂では、県道の崩壊や田畑の畦崩れなど
多くの被害をもたらし、一時避難者も出ました。避難対
策も広島の土石流が他人事とは思えません。
 古老Aさんによると、船坂にこんな凄い豪雨が降った
のは昭和 13年と昭和35 年以来だそうです。 (池田)

案内・監視ボランティアの募集中です 
家庭科室で作品制作中(新山浩+神戸市科学技術高校生) 

清水谷から１０班付近の道路に吹き出した土砂水 



 

<船坂住民数珠つなぎ>  地域活動で大活躍の 梅原浩之さん 

今回は、船坂のあちらこちらでよく姿をお見かけする２班の梅原浩之さんがご登場。お話をお聞きして、そ

の理由がよ～～～～っく判りました(汗)。 

―個人的には梅原さんはお忙しいっていう印象があるんですが、今、ど

れくらい地域に関わってはるんですか？ 

梅）地域に関わりだしたのは７、８年ほど前に隣保長をつとめてからか

なぁ。それまでは仕事ばかりしてて、全く関わってなかったんやけどね

(苦笑)。今は消防団・農会・営農・音頭保存会・子ども会・旧船小管理

運営委員会・そば作りに関わってます。子ども会と運営委員会は役職に

ついてる関係で、ＳＣ２１・跡施設検討委員会・ビエンナーレの会議に

も出席したりしてますね。 

―ひええぇ。地域活動にとられてる時間はどのくらいなんですか？ 

梅）消防団は訓練・巡回で年平均したら月１日以上、農会も米作り体験農園等があるから月１日以上（※今回

の大雨被害の調査が別に発生したとのこと）、音頭保存会は期間は短いけど盆踊り前に練習時間が集中する

し、そば作りも船坂ランチで提供しはじめてから、作るための時間が増えてきたわ。でも、一番時間をとら

れるのが管理運営委員会で、今は週一回は必ず事務所に来てるかなぁ。 

―（……唖然）。そんなに忙しいと家の方は大丈夫なんですか？  

梅）家の田畑は、弟が今は面倒みてくれてるから大丈夫なんやけど、やっぱりしょっちゅう怒られてるよ(苦笑)。 

―それだけかかえていると何か支障がでてきてませんか？  

梅）子ども会の会長をしてるのに、忙しくて僕自身が会の活動に参画できていないのがつらいですねぇ。誰か

参画できる人に代わってもらって活発化してもらいたいのが本音やね。そば作りも今の人員だと今の現在の

活動を現状維持するのが手いっぱいなので、参加する人が欲しいです。あと、音頭保存会は本当に人数が少

ないので、切実に音頭をとる仲間が欲しいなぁと思ってます。 

―そば作りのそばは、船坂でつくってるんですか。 

梅）休耕田の活用ではじまった活動なんで船坂でつくってますけど、そば粉に挽くのは三田の永沢寺でやって

もらってます。作り置きだとまずくなるので、船坂ランチでそばをだす時はそのたびごとに永沢寺まで挽い

てもらいに車で往復してるんやで。 

―手間がかかってるからそばの評判がいいんですね。最後に、なにか趣味はありますか。 

梅）オートバイがすごく好きです。少し前まではホンダのCBR600Fという大型バイクに乗ってました。会社行

くのにそれで峠を攻めたりしてたなぁ(笑)。若い時はレース場で走行することが出来るという催しがはやっ

ていて、各地のレース場によく行ってました。その中では、あの有名な鈴鹿サーキット場が他と違う雰囲気

があってめっちゃ良かったわぁ。やっぱりあそこはオートバイの〝聖地〟やね。 

                                                        (インタビュー：中西 学) 

  

 

 



    体育館での盆踊りもいいもんですね                

 今年の船坂盆踊りは、ランチルームの工事と台風１１号の影響で、

運動場ではなく体育館で開催されました。 

 ８月１５日(水)。体育館の中にはあかあかと照明が灯り、SC２１の朝礼台を使

った舞台の周りには大きな踊りの輪ができました。 

 いつもの年の盆踊りでは、出会ってもお互いの顔がわかり辛かったのに、体育

館照明のおかげで、久しぶりに出会う里帰りの人たちと楽しく会話ができました。

ビエンナーレ作家さんも踊りの輪に入りやすかったそうです。(黒木富美子)  

 

   鮮やかに染まりました！“草木染めワークショップ” 

 旧船坂小学校を活用した夏休みのワークショップとして、船坂で採れた紅花を使った草木染めワークショッ

プを８月２４日（日）に開催しました。 

 指導者は西宮市内で草木染めの教室を開いている M:cico 舎の清水さんと船坂ではおなじみの手芸の

Patch-workさん。 

 午前中は紅花を使って布を染めることから始めました。途中、リトマス試験紙などがでてきてなにやら理科

の実験教室さながらの作業に大人も子どもも興味津々。火を使わずにクエン

酸で色止めし、出来上がった紅花染めは驚くほど鮮やかなピンク色となりま

した。 

 午後からはピンクに染めた布と「播州織」の端切れを使った「播州ピンボ

ード」と「くるみボタン」をちくちく縫い上げました。参加者の多くは子ど

もさんでしたが、皆最後まで一生懸命仕上げていました。船坂での夏の思い

出となってくれたのではないかな…と感じました。     (岡田安紀子) 

 

「どうぶつのまち」をつくるワークショップ 

 ８月３０日、３１日にビエンナーレ作家の太湯（ふとゆ）雅晴さんによる

「どうぶつのまちをつくるワークショップ」が行われました。 

 自然の中にあるものを使って、船坂地域内のどこか動物のいそうなところ

で、船坂の動物たちのためにあったら便利だと思うオブジェを作るというも

の。最初に説明を聞いたときは難しそうだなぁと思ったのですが、さすが子

供たち！アイデアが出る出る！思い思いに虫の家やトンネル、小動物の小屋

などをイメージしながら作っていました。作っている様子を撮影した映像は

ビエンナーレ当日に流されるそうで、子供たちが作ったものは、作った場所

にそのまま置いておくそうです。ビエンナーレ期間中に、どこかで子供たち

が作ったオブジェが発見できるかも！？           (山 有里) 

 

  

 

若い音頭とりさん、募集し

てまっせ～！ 



歯医者に通ってます。上の虫歯３本の

半年かけた治療が終わって"やっと終

わった～♪"と思ってたのに、１か月もた

たないうちに今度は下の奥歯が痛みだ

し…。結局、また虫歯３本が見つかって

やむなく通院復活。"ほんまにあんたは

金食い虫や"といわんばかりの妻の冷

たい視線が、今年の冷夏に追い打ちを

かけているように思えてなりません

(汗)。                   (中西 学) 

人生の先輩の会話を聞いてると、本当に物知りだなあと思うこと

がよくあります。私は公園関係の仕事をしているのですが、植

物の名前を覚えるのが苦手です(頑張ります；_；)ある公園で仕事

中に、お散歩中のおじいちゃんに話しかけられました。「あの木

の名前がわからないから知ってたら教えて」といわれて、「□□

ですかねえ」というと「ちがうやろ」との答え(>_<)。次の「○○で

すかね」でも「違うと思う」。「○○の△△っていう種類かなと思う

んですよ。」というと、「それは知らんかったわ。ありがとう。」と。

知識を絞り出したことによって、相互にいいコミュニケーションが

できたなあと安心して仕事に戻りました。 (西口かおり) 

船坂のサークル活動 

[バレーボール]水19:30    

[テニス]水10:00 土日9:00 

[グランドゴルフ]水金 (7-9 月)9:30 (その他月) 13:30  

[野球]月2-3 回  [ゴルフ]年3-4 回  

  [ヨガ]月10:00  火19:30   [カラオケ]第１・３土 

  [陶芸] 第２・３火   [ちびっ子広場]第３日曜 

[[趣味作品]常設展  [たんぽぽ]第４日曜   

  県民広場 → [加工品]  [そば]  [ランチ] [カフェ]  

内装工事が進むランチルーム 

つぶやき 

ランチルーム工事 間もなく完成 

 今年６月から始まったランチルームの耐震補強工事が、ようやく

完成に近づきました。 

 基礎部分の補強が終わり、元に近い感じで外壁板が張られ、現

在急ピッチで内装工事が進められています。 

 順調に工事が進めば、１０月上旬には備品類の搬入が行われ、

１０月中旬から新しいランチルームを使用することができそうで

す。内部の塗装や扉なども新しくなります。 

 大きく変わるところは、便所とテラスで、いずれも高齢者や幼児などに優しい工夫がされています。車椅子

トイレにはオシメ替えベットも設置され、入口前の広いテラスにはゆるやかなスロープが設置されます。 

 船坂のシンボル的施設として、木造校舎とともに完成後もこれまで以上に大いに活用してください。 

 １０月１９日(日)から始まるビエンナーレでも、総合案内所や野菜・ジャムなどの販売所として利用される

予定です。そして、休憩していたランチ・蕎麦ランチもビエンナーレ期間中の土日祝日に復活する予定です。 

みなさまのお越しをお待ちしております。                 (旧船坂小管理運営委員会) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

                                                    

                                                    <↑ミヤマアカネ> 

calendar（9/13～10/11） 
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